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DeepLabCut-based Al Analysis
Visible Light Pipeline
Y
Camera Frame Extraction &
Annotation
s -
Quantitative
- *. | Behavioral S
; Toxicity
‘ _ QeSS Assessment
Data Al Model Training |} sy, &
Acquisition (ResNet/DLC) ' &, “;?f Aqgrgﬁﬁve
& s esting
Synchronization “ ; - = Development
\ NS adY (Goal)
Trajectory *
nired (e sores
Themicameny FrEE—— Coordinates)
Pose Estimation | [(.g:?;%% i

X1: <2 FE—5 )V ALITERNTS AT LOBELBIRY — 7 70—

AR LOSRINEA AT DD WIS % DeepLabCut (2 ASIL, =7 AD H KRS S A RS TR
T DB/ SATTA L FAEF T, R AT LD THATIE LLM (KRB SFEET /W IZE D — R AR
P Ay FEELRNTOBoi LA M- D, HSHAEERENT —251%, i BIZ Ch o
FHI AT 2O FFET — 2 LTRSS,

nose DK

" C0179s0 z
(E<EHL)
2.25 sec nose D #ER
S fl— :Z
C0179s1 5 = - ,/ — N
P TER ? sl
(< EHY) =
7 PR
2.34 sec nose M ##k
C0179s2 - .
T < o e  emm— P
(H<&EBY) BN g = e
g : -
i e

[X2: DeepLabCut % MV = ¥EREEIINRE D~ 2 RSB EMROfENT

B FEIEL R (Control) DR, 3@ OYRFR TENC LDIEH CEl BB MR C& D, W TEL:
WEERINL (RS N — A I Z BEREO BT, FIREEIIN (t=0) ELA& | RO ASEGZR SN AL TRY, AT
HIBAEE BRSO SEN E IS EUGEE) D3 s CHE R DIV T,

29



	生体情報の統合的評価を基盤とした急性毒性試験の基準策定と代替法開発に資する研究 -人の健康影響評価の精緻化と動物福祉を充足する試験法開発- 総括報告書
	研究要旨
	研究分担者
	A．研究目的
	B．研究方法
	B-1　生体情報取得システムの開発（髙橋）
	B-2 急性毒性試験の発現機序解析（齊藤洋克）
	B-3 画像情報を用いた行動解析研究（鈴木敬久）
	B-4 異常値の検出と統合評価システムの開発（相﨑健一）
	B-5　脳波解析による急性毒性発現の予測（鈴木郁郎）
	倫理面への配慮

	C．研究結果
	C-1生体情報取得システムの開発
	C-2 急性毒性試験の発現機序解析
	C-3 画像情報を用いた行動解析研究
	C-4 異常値の検出と統合評価システムの開発
	C-5　脳波解析による急性毒性予測

	D．考察
	E．結論
	F．研究発表
	1．論文発表
	2．学会発表

	G．知的財産権の出願・登録状況
	1．特許取得
	2．実用新案登録
	3．その他

	生体情報の統合的評価を基盤とした急性毒性試験の基準策定と代替法開発に資する研究 -人の健康影響評価の精緻化と動物福祉を充足する試験法開発- （２５ＫＤ１００３）  分担研究報告書  分担研究課題 生体情報取得システムの開発及び研究統括
	研究要旨
	A．研究目的
	B．研究方法
	倫理面への配慮
	C．研究結果
	D．考察
	E．結論
	F．研究発表
	1．論文発表
	2．学会発表

	G．知的財産権の出願・登録状況
	1．特許取得
	2．実用新案登録
	3．その他

	生体情報の統合的評価を基盤とした急性毒性試験の基準策定と代替法開発に資する研究 -人の健康影響評価の精緻化と動物福祉を充足する試験法開発- （２５ＫＤ１００３）  分担研究報告書  分担研究課題 急性毒性試験発現機序の解析
	研究要旨
	A．研究目的
	B．研究方法
	C．研究結果
	D．考察
	D．結論
	E．健康危機情報
	F．研究発表
	1．論文発表
	2．学会発表

	G．知的財産所有権の出願・登録状況
	1．特許取得
	2．実用新案登録
	3．その他

	生体情報の統合的評価を基盤とした急性毒性試験の基準策定と代替法開発に資する研究 -人の健康影響評価の精緻化と動物福祉を充足する試験法開発- （２５ＫＤ１００３）  分担研究報告書  分担研究課題 画像情報を用いた行動解析研究
	A．研究目的
	B．研究方法
	C．研究結果
	D．考察
	E．結論
	F．研究発表
	1．論文発表
	2．学会発表


	G．知的所有権の取得状況
	1．特許取得
	2．実用新案登録
	3．その他

	生体情報の統合的評価を基盤とした急性毒性試験の基準策定と代替法開発に資する研究 -人の健康影響評価の精緻化と動物福祉を充足する試験法開発- （２５ＫＤ１００３）  分担研究報告書  分担研究課題 異常値の検出と統合評価システムの開発
	研究要旨
	A．研究目的
	B．研究方法
	B-1　評価用データ
	B-2　解析計算及びソフトウエア生成
	B-3　計算精度検証：

	C．研究結果
	D．考察
	E．結論
	F．研究発表
	学会発表

	G．知的所有権の取得状況
	1．特許取得
	2．実用新案登録
	3．その他

	生体情報の統合的評価を基盤とした急性毒性試験の基準策定と代替法開発に資する研究 -人の健康影響評価の精緻化と動物福祉を充足する試験法開発- （２５ＫＤ１００３）  分担研究報告書  分担研究課題 脳波解析による急性毒性予測
	A．研究目的
	B．研究方法
	C．研究結果
	E．結論
	F．研究発表
	１．論文発表
	２．学会発表
	G．知的所有権の取得状況
	１．特許取得
	２．実用新案登録
	３．その他

